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議会活性化の取り組み

皆さんから頂いたご意見 市民説明会での答弁
●内容を聞くと理解できる。
　若い人たちが集まっていない。

●私共のＰＲが不足していたと反省している。議員としての活動
をハッキリと見えるように努める。

●今回、議会基本条例を定めるが、今まで
の運営はどのようにしてきたのか。

●これまでも自治基本条例のもと運営してきた。市民の想いを議
会に反映することを、より明確に理解していただくため改めて
明文化し、議会の約束として条例化する。

●きめ細かな運営のために町内会と連携す
ることが重要。今後どのように考えてい
るのか。

●議会基本条例の中に、市民との意見交換の場を積極的に持つこ
とを盛り込んだ。これからより地域に近いところで意見交換の
場を設けたい。

●議会基本条例を作る中で、留萌ならでは
の特色は。

●東日本大震災の課題から議会の防災対策など検討が必要と判断
した。

●この議会基本条例を作ることで議員自身
がレベルを上げすぎて、これからの議員
活動がやりづらくなり、市民との距離が
離れていくのではないか。

●改めて文章にすることで市民の皆さんとの約束を守る。これか
らも助言を頂きたい。

●市長は市民の意見を聞く機会を設けてい
るが議会はそのような場を設けていな
かった。これから市民との意見交換の場
をどのように設けるのか。

●これまでは議員個人や会派ごとに行っていたが、議会としては
指摘のとおり設けていなかった。これからは議会として市民の
皆さんと意見交換の場を作り政策に反映していくことが必要で
あると考えている。

市民説明会での皆さんから頂いた主なご意見

「留萌市議会基本条例（素案）を理解するために」持ち帰り部数

市民説明会の開催結果

設置場所 持ち帰り部数
市 立 病 院 １０部
保 健 福 祉 セ ン タ ー は ー と ふ る 　１部
市 立 留 萌 図 書 館 １３部
中 央 公 民 館 １４部
市 役 所 １ 階 市 民 ロ ビ ー ４０部
る も い 健 康 の 駅 　５部
　 合 計 　 ８３部

日　　時 場　　所 参加人数

１０月２９日㈫
港南コミュニティセンター 　６人
港西コミュニティセンター 　８人
幌糠コミュニティセンター 　９人

１０月３０日㈬
港東コミュニティセンター 　４人
東部コミュニティセンター 　５人

１０月３１日㈭ 港北コミュニティセンター １１人

１１月　２日㈯
中央公民館２階１号研修室 　２人
働く婦人の家２階講習室 　０人

▲港南コミュニティセンターでの説明会（10月29日㈫）

特集

　

現
在
、
留
萌
市
議
会
で
は

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
・

開
か
れ
た
」
そ
し
て「
市
民

と
と
も
に
」の
議
会
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、
議
会
の
あ

り
方
な
ど
を
明
文
化
し
た

「
議
会
基
本
条
例
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
議
会
基
本
条
例
」

は「
市
民
に
対
す
る
議
会
の

約
束
」と
し
て
議
会
の
役
割

と
責
務
を
明
ら
か
に
し
た
留

萌
市
議
会
の
憲
法
と
も
呼
ば

れ
る
条
例
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
議
員
活
動
を
通

じ
た「
市
民
の
声
」
を
受
け

止
め
議
会
活
性
化
推
進
特
別

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
全
議

員
の
合
意
を
得
て
素
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
議
会
の
責
任
を

し
っ
か
り
明
示
し
、
市
民
と

の
協
働
の
も
と
市
民
の
声
を

的
確
に
市
政
に
反
映
し
て
、

る
も
い
の
未
来
を
創
る
議
会

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

「留萌市議会基本条例（素案）」の内容などについて、１０
月下旬から市内８カ所で市民説明会を開催しました。

　当日、会場へ足を運んでいただいた
市民の皆さんに感謝を申し上げます。
　ありがとうございました。

　　　　　　　　　　委員長　野崎　良夫
　平成２３年９月第３回定例会において、全議
員をもって構成する「議会活性化推進特別委員
会」が設置され、これまでに２８回の委員会を
開催してきました。
　調査研究項目の最大の課題であります「議会
基本条例」については、平成２５年９月第３回
定例会において素案を確認し、市民説明会を８
カ所で開催、平成２６年６月第２回定例会に提
案する予定です。
　今回の市民説明会の参加人数は少数でした
が、初めての取り組みとして良い経験ができ、
今後の議会活動にプラスとなることを確信して
います。
　議会基本条例は留萌市議会における最高規範
となりますので、市民の皆さんのご理解をお願
いいたします。
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留 萌 市 議 会 だ よ り

平
成
25
年  

第
４
回
定
例
会

飲
料
水
施
設
組
合
と
対
応
策
を
検

討
。
組
合
員
の
経
費
負
担
や
高
齢

化
に
よ
る
施
設
の
維
持
・
管
理
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
市
の
水
道
水

を
配
水
池
に
供
給
し
、
既
存
の
設

備
か
ら
各
世
帯
に
配
水
す
る
。

　

新
年
度
に
調
査
費
・
設
計
費
を

計
上
し
、
早
期
給
水
お
よ
び
漏
水

対
策
に
対
応
す
る
。
給
水
料
金
お

よ
び
幌
糠
小
学
校
の
給
水
装
置
の

維
持
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
協
議

し
対
応
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

一
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

二
、
成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

問
一 

市
内
で
は
九
月
の「
防
災

の
日
」
を
中
心
に
防
災
訓
練
や
防

災
運
動
会
、
各
町
内
会
の
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
、
地
震
や
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
、
避
難
路
の

二
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

の
創
出

問
一 

道
北
地
方
で
風
力
発
電

用
の
送
電
網
を
新
設
す
る
送
電

網
整
備
実
証
事
業
は
、
特
別
目
的

会
社
が
今
後
十
年
以
内
に
、
用

地
取
得
や
鉄
塔
な
ど
の
敷
設
工

事
な
ど
を
行
い
、
総
事
業
費
は
約

二
千
九
百
億
円
に
達
し
、
地
元
へ

の
経
済
効
果
も
大
き
い
と
考
え
る
。

　

八
月
に
小
平
町
町
有
地
三
カ
所

に
風
況
調
査
施
設
が
設
置
さ
れ
増

毛
町
に
も
設
置
の
計
画
が
あ
り
、

今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
官

民
共
同
で
進
め
て
い
く
こ
の
事
業

に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

答
一 

北
海
道
北
部
地
域
に
お
け

る
日
本
海
側
ル
ー
ト
の
送
電
網
整

備
を
目
的
に
日
本
送
電
㈱
が
北
海

道
電
力
の
協
力
の
も
と
設
立
さ
れ

た
。
事
業
内
容
と
し
て
、
ル
ー
ト

選
定
を
含
む
開
発
可
能
性
調
査
の

実
施
、
送
電
線
の
設
計
並
び
に
送

電
網
整
備
を
行
う
も
の
で
、
天
塩

町
か
ら
増
毛
町
ま
で
の
日
本
海
側

で
、
最
大
六
十
万
Ｋ
Ｗ
の
送
電
網

を
十
年
以
内
に
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

参
入
企
業
か
ら
風
況
調
査
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
要
請
が
き
て
い

る
が
、
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、
再

二
、
留
萌
市
に
お
け
る
高
等
学
校

教
育
に
つ
い
て

問
一 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
理

念
と
し
て
、
全
て
の
国
民
が
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
資
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
市

と
し
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
か
。

答
一 

基
本
理
念
は
、
法
に
基
づ

く
日
常
生
活
・
社
会
生
活
の
支
援

を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

主
な
変
更
内
容
と
し
て
は
、
障

が
い
支
援
区
分
の
創
設
、
重
度
訪

問
介
護
の
対
象
拡
大
、
地
域
生
活

支
援
事
業
の
追
加
、
障
が
い
福
祉

計
画
の
定
期
的
検
証
、
自
立
支
援

協
議
会
の
名
称
の
弾
力
化
お
よ
び

当
事
者
や
家
族
の
参
画
を
明
確
に

安
全
点
検
を
確
認
し
な
が
ら
の
防

災
ま
ち
歩
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
が
各
地
域
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。「（
仮
称
）
見
晴
通
」
は
防

災
機
能
も
兼
ね
備
え
た
避
難
路

だ
が
、
計
画
が
進
ま
な
い
の
が
現

状
だ
。
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た

い
。答

一 

二
十
四
年
度
中
の
都
市
計

画
変
更
を
目
指
し
て
き
た
が
、
手

続
き
は
完
了
し
て
い
な
い
。
当
初

の
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
理
由

は
、「（
仮
称
）
見
晴
通
」
が
新
た

に
国
道
に
接
続
し
交
差
点
形
状
が

変
更
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

見
込
ま
れ
る
交
通
量
を
確
実
に
、

か
つ
安
全
に
制
御
し
て
配
分
す
る

事
が
可
能
な
形
状
で
あ
る
か
検
証

す
る
作
業
に
時
間
を
要
し
て
い

る
。
現
在
、「（
仮
称
）見
晴
通
」の

事
業
予
定
者
と
と
も
に
交
差
点
協

議
の
合
意
形
成
を
得
る
た
め
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。
市
街
地
の
低

地
か
ら
高
台
に
通
じ
る
路
線
と
し

て
避
難
路
の
機
能
も
有
す
る
こ
と

か
ら
早
期
に
手
続
き
を
完
了
し
、

事
業
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

市
民
後
見
人
養
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
今
後
、
親
族
な
ど

に
よ
る
成
年
後
見
の
困
難
な
方
が

増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
の
支
援
な

ど
を
中
心
に
、
成
年
後
見
の
担
い

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
向

け
た
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
留

萌
港
の
利
活
用
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
二 

市
は
農
商
工
連
携
な
ど
に

よ
る
六
次
産
業
化
を
進
め
て
い

る
が
、
農
作
物
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
攻
め
の
農
業

と
し
て
、
ま
た
は
成
長
産
業
と
し

て
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
二 

二
十
四
年
に
商
品
化
し
た

乾
燥
り
ん
ご
に
続
き
、
本
年
は
留

萌
産
切
干
大
根
の
商
品
化
を
行
っ

た
。
市
内
で
五
百
個
、
都
市
部
で

三
千
個
の
販
売
を
予
定
し
て
お

り
、
今
後
も
積
極
的
に
農
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

一
、
財
政
健
全
化
項
目
の
見
直
し

し
た
こ
と
で
あ
る
。

問
二 

北
海
道
教
育
委
員
会
で

は
留
萌
高
校
に
お
い
て
、
平
成

二
十
六
年
度
に
普
通
科
単
位
制
を

導
入
す
る
が
、
そ
の
結
果
、
成
果

に
つ
い
て
は
二
十
九
年
度
以
降
に

明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
た
、
学
区
内
の
間
口
減
や
市

内
二
校
の
再
編
に
つ
い
て
、
検
討

は
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
教

育
委
員
会
と
し
て
、
今
、
取
る
べ

き
行
動
は
何
か
。

答
二 

北
海
道
教
育
委
員
会
は
実

施
の
三
年
前
に
公
立
高
等
学
校
の

配
置
計
画
を
示
し
、
地
域
別
検
討

協
議
会
に
お
い
て
地
域
の
意
見
を

聞
き
再
編
を
進
め
て
い
る
。

　

市
内
の
二
校
に
つ
い
て
も
、
平

成
二
十
九
年
度
ま
で
の
中
学
卒
業

者
数
の
推
移
な
ど
か
ら
、
再
編
検

討
対
象
で
あ
り
、
母
体
校
、
設
置

学
科
、
学
級
数
、
校
舎
の
改
修
な

ど
を
含
め
、
二
十
五
年
度
末
ま
で

に
は
、
地
域
と
し
て
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
二
十
九
年
度
以
降
の

市
内
高
校
の
あ
り
方
を
道
教
委
に

提
言
し
、
配
置
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
く
。

一
、
日
本
に
お
け
る
留
萌
の
優
位

性

手
と
し
て
市
民
の
役
割
が
強
ま
る

と
考
え
る
。
市
は
、
市
民
後
見
人

を
育
成
し
、
そ
の
活
用
を
図
る
事

な
ど
に
よ
っ
て
権
利
擁
護
を
推
進

す
る
こ
と
と
な
る
。
今
年
度
の
養

成
事
業
の
取
り
組
み
内
容
と
今
後

の
後
見
人
制
度
充
実
に
向
け
て
の

市
の
体
制
作
り
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
。

答
二 

介
護
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
市
内
の
病
院
に
協
力

を
得
て
後
見
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
成
年
後
見
制
度
利
用
に
お
け

る
現
状
や
課
題
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
市
民
後
見
人
の
具
体
的
活

動
を
支
援
す
る
後
見
実
施
機
関
の

設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

一
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

検
討
に
つ
い
て

二
、
都
市
計
画
道
路「（
仮
称
）見
晴

通
」の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

問
一 
平
成
二
十
五
年
度
収
支
決

算
見
込
み
が
二
億
三
千
四
百
万

円
、
前
年
度
繰
越
金
や
財
政
調
整

基
金
積
み
立
て
な
ど
、
最
終
実
質

収
支
見
込
み
が
三
億
七
千
百
万
円

と
黒
字
化
が
示
さ
れ
た
。

　

給
与
な
ど
回
復
に
向
け
た
考

え
、
臨
時
・
嘱
託
の
報
酬
体
系
の

見
直
し
、
将
来
に
渡
り
持
続
可
能

な
組
織
体
制
に
向
け「
定
員
適
正

化
計
画
」
の
新
た
な
策
定
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
一 

財
政
健
全
化
計
画
に
よ

り
平
均
十
五
％
削
減
し
て
い
る

市
職
員
給
与
に
つ
い
て
、
本
年
度

以
降
の
収
支
が
一
定
の
水
準
で
推

移
す
る
見
込
み
か
ら
、
可
能
な
範

囲
で
給
与
削
減
の
回
復
を
図
り
、

二
十
六
年
度
に
も
削
減
幅
を
緩
和

す
る
こ
と
と
臨
時
・
嘱
託
職
員
の

報
酬
見
直
し
に
向
け
検
討
を
進
め

た
い
。
ま
た
、
市
の
職
員
数
に
つ
い

て
今
年
四
月
現
在
で
一
八
一
人
の

一
般
会
計
職
員
数
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
採
用
し
な
が
ら
一
九
一
人
を
定

員
の
ベ
ー
ス
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

問
二 

「（
仮
称
）
見
晴
通
」
の
整

備
計
画
に
向
け
て
北
海
道
公
安
委

員
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、

国
道
の
Ｔ
字
交
差
点
に
接
続
す
る

学
校
プ
ー
ル
授
業
専
用
と
し
て
、

夏
季
休
業
中
は
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
市
民
開
放
を
行
う
。
二
十
八

年
以
降
の
全
面
再
開
に
向
け
て
、

持
続
可
能
な
運
営
方
法
や
利
用
料

金
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
。
関
係

団
体
な
ど
と
も
協
議
す
る
。

問
二 

増
毛
町
信
砂
の
浄
水
場
か

ら
市
の
配
水
施
設
ま
で
の
送
水
管

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

市
民
の
健
康
的
な
生
活
を
守
る

観
点
か
ら
上
水
道
未
整
備
地
区
の

解
消
が
急
が
れ
る
。

　

幌
糠
町
簡
易
飲
料
水
施
設
組
合

か
ら
の
要
望「
幌
糠
地
区
住
民
の

水
道
水
の
確
保
」
に
つ
い
て
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

答
二 

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
十

年
間
を
浄
水
施
設
改
修
事
業（
仮

称
）
と
位
置
付
け
、
老
朽
化
に
伴

う
取
水
、
導
水
、
送
水
施
設
の
更

新
お
よ
び
耐
震
化
に
よ
る
施
設
整

備
計
画
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　

二
十
三
年
か
ら
、
幌
糠
町
簡
易

一
、
留
萌
市
の
将
来
像

二
、
留
萌
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
て

問
一 

高
橋
市
政
二
期
目
の
実
績

と
手
応
え
を
ス
テ
ッ
プ
に
来
春
二

月
の
市
長
選
へ
向
け
た
三
期
目
出

馬
へ
の
決
意
を
伺
い
た
い
。
さ
ら

に
健
全
化
計
画
見
直
し
項
目
に
あ

る
、
温
水
プ
ー
ル「
ぷ
る
も
」の
一

部
再
開
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
一 

こ
の
四
年
間
は
、
市
民
の

大
き
な
負
担
を
伴
う
財
政
健
全
化

と
の
闘
い
だ
っ
た
。
全
市
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
財
政
の
危
機
的

状
況
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
を

持
っ
て
い
る
。
市
民
力
が
ま
ち
づ

く
り
の
原
点
。
も
う
一
度
、
市
民

と
共
に
三
期
目
へ
の
市
政
の
責
任

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き
た

い
。

　

平
成
二
十
六
〜
二
十
七
年
は
、

燕
　
　
昌
克
　
議
員

（
萌
政
会
）

松
本
　
衆
司
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

村
上
　
　
均
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲幌糠専用水道沈砂池

▲留萌市ふれあい広場

▲商品化された切干大根

▲市民後見人養成研修会

坂
本
　
守
正
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）



ĲĶ Ĳĵ

留 萌 市 議 会 だ よ り

計
画
は
、
交
差
点
計
画
協
議
に
相

当
数
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

都
市
計
画
変
更
案
が
い
つ
完
成

す
る
の
か
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

答
二 「（
仮
称
）見
晴
通
」は
、
直

接
国
道
の
Ｔ
字
交
差
点
に
接
続

す
る
計
画
で
進
め
て
い
る
。
国
道

や
道
道
を
含
め
た
市
全
体
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
重
要

な
道
路
で
あ
り
、
沿
線
住
民
、
関

係
機
関
の
打
ち
合
わ
せ
の
上
で
進

め
て
い
る
計
画
な
の
で
、
終
点
部

に
向
か
う
道
路
法
線
の
大
幅
な
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

　

現
在
進
め
て
い
る
交
差
点
協
議

で
は
、
当
初
計
画
と
合
わ
せ
国
道

と
道
道
が
交
差
す
る
千
鳥
交
差
点

に
接
続
す
る
計
画
も
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
案
に
絞
り
込

み
早
期
に
交
差
点
形
状
の
同
意
を

得
て
い
き
た
い
。

一
、
市
長
の
進
退
に
つ
い
て

二
、
市
民
憲
章
に
つ
い
て

問
一 

今
議
会
に
お
い
て
、
三
期

目
に
出
馬
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
選
挙
公
約

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　

高
橋
市
長
の
二
期
目
の
出
馬
の

際
は
、
一
期
目
と
違
っ
て
公
約
ら

し
い
公
約
は
一
切
、
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

三
期
目
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

公
約
を
市
民
の
前
へ
明
ら
か
に
し

て
、
市
民
の
審
判
を
求
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
長
に
考
え
を
お
伺

い
す
る
。

答
一 

二
期
目
の
反
省
の
上
に

立
っ
て
市
民
と
の
対
話
の
重
視
、

市
民
と
の
協
働
の
推
進
か
ら
、
第

三
の
柱
と
し
て「
営
業
す
る
市
役

所
」
を
掲
げ
て
い
く
公
約
と
し
た

い
。
特
に「
地
産
外
商
」
を
積
極

的
に
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
経
済

発
展
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

る
。
し
っ
か
り
と
し
た
公
約
を
市

民
の
前
へ
示
し
た
い
。

問
二 

留
萌
市
民
憲
章
は
、
昭
和

四
十
八
年
三
月
三
十
日
に
市
議
会

に
お
い
て
、
制
定
案
を
可
決
し
、

翌
日
の
三
十
一
日
制
定
し
公
告
を

し
た
。

　

留
萌
市
民
憲
章
は
、
我
々
の
住

む
マ
チ
留
萌
を
夢
と
希
望
溢
れ
る

マ
チ
に
す
る
為
の
市
民
共
通
の

「
合
い
こ
と
ば
、
道
し
る
べ
」と
し

て
意
義
の
あ
る
も
の
だ
。

　

平
成
八
年
に
市
民
憲
章
推
進
委

員
会
が
解
散
し
た
以
降
、
実
践
活

動
が
下
火
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し「
検
証
」
と
、
改
め
て
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
考
え

方
を
お
伺
い
す
る
。

答
二 
委
員
会
解
散
後
の
現
在
に

お
い
て
も
、
そ
の
精
神
や
大
切
さ

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
一
定
程
度

理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
解
散
後
は

取
り
組
み
が
縮
小
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
検
証
を

し
た
い
。
今
後
に
お
い
て
も
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
お
け
る
留
萌
市
民

憲
章
の
朗
唱
な
ど
、
普
及
、
啓
発

活
動
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

一
、
市
営
住
宅
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て

二
、
食
育
推
進
条
例
制
定
に
む
け

て問
一 

高
齢
化
と
除
雪
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
施
行
の
公
営

住
宅
法
の
改
正
を
受
け
、
地
域
の

自
主
性
が
確
立
さ
れ
た
が
、
現
状

の
市
の
市
営
住
宅
は
入
居
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

九
月
募
集
も
七
十
戸
に
対
し
申

し
込
み
件
数
四
十
九
件
で
あ
っ

た
。
市
営
住
宅
に
お
い
て
も
高
齢

化
の
波
は
今
後
の
展
開
に
大
き
な

課
題
と
な
る
。

　

市
の
市
営
住
宅
千
四
百
七
戸
に

対
し
入
居
戸
数
千
百
四
戸
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
を
抱

え
る
世
帯
が
五
百
八
十
五
世
帯
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

団
地
自
治
会
の
高
齢
化
は
、
団

地
周
辺
の
清
掃
、
団
地
内
の
管
理

や
共
同
玄
関
の
除
雪
の
問
題
な
ど

が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

団
地
内
の
安
心
安
全
の
た
め
に

他
都
市
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い

る
官
民
が
力
を
合
わ
せ
て
除
雪
に

取
り
組
む
除
雪
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
い
う
制
度
を
市
で
も
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

答
一 

市
営
住
宅
の
高
齢
化
は
認

識
し
て
い
る
。
団
地
自
治
会
な
ど

に
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い

く
除
雪
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
庁
内
で
協
議
し
て
い
く
。

問
二 

食
育
推
進
計
画
と
条
例
制

定
の
動
き
に
つ
い
て
多
く
の
自
治

体
が
地
産
地
消
や
地
域
の
食
文
化

に
つ
い
て
、
ま
た
、
観
光
資
源
と

し
て
の
地
域
食
材
な
ど
の
掘
り
起

し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い

て
検
証
し
、
地
域
に
と
っ
て
食
育

推
進
の
重
要
性
を
啓
発
し
て
い

る
。

　

食
の
安
心
安
全
の
側
面
や
わ
が

マ
チ
の
特
産
品
の
お
米
の
消
費
拡

大
な
ど
を
広
く
啓
発
し
て
い
こ
う

と
い
う
施
策
の
中
で
、
条
例
化
の

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る

が
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
二 

食
育
推
進
計
画
の
中
で
食

の
安
心
安
全
、
食
の
大
切
さ
を
各

世
代
の
方
た
ち
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
計
画
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
今
後
、
条
例
制
定
の
機
運
が

高
ま
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

二
、
温
水
プ
ー
ル
の
再
開
に
つ
い

て問
一 

国
は
、
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
を
介
護
保
険
か
ら
切
り
離
し

て
市
町
村
に
丸
投
げ
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
果
た

し
て
い
る
役
割
と
市
に
お
け
る
利

用
状
況
は
。
ま
た
、
市
町
村
に
移

管
す
る
こ
と
は
、
市
町
村
間
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
や
後
退
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
労
働
条
件
悪
化
を

も
た
ら
す
事
が
必
定
で
あ
る
。

　

国
に
対
し
、
介
護
保
険
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
継
続
を
要
請
す
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
が
百
三
名
も
い
る
。
市
の

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
救

済
策
を
具
体
化
し
て
は
ど
う
か
。

答
一 

平
成
二
十
四
年
の
実
績

で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

千
三
百
二
十
六
人
の
八
十
％
に
当

た
る
方
が
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
で
自
立
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
全
道
市
長
会
で
国

に
財
源
対
策
を
要
請
す
る
な
ど
連

携
し
て
対
処
し
て
い
く
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
に
つ
い
て

は
、
待
機
者
が
多
い
こ
と
を
重
く

受
け
と
め
て
、
市
の
第
六
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
つ
く
る
な
か
で

事
業
者
と
意
見
交
換
し
て
い
き
た

い
。問

二 

来
年
七
・
八
・
九
月
の
温
水

プ
ー
ル
再
開
に
当
た
っ
て
、
開
設

時
間
を
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

休
止
前
と
同
じ
午
後
八
時
ま
で
と

す
る
よ
う
要
請
す
る
が
い
か
が
か
。

答
二 

子
ど
も
た
ち
の
水
泳
授

業
を
最
優
先
に
、
予
算
の
上
限
を

二
千
万
円
以
内
と
し
て
計
画
し

た
。

▲留萌市民憲章

▲「（仮称）見晴通」国道接続予定箇所付近

▲温水プール「ぷるも」

▲雪に埋もれた市営住宅

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

　平成２５年留萌消防組合議会第２回定例会が、
１２月１９日に開催されました。
　管理者である高橋市長から「消防車両の更新整備
について」として、留萌消防署において、ＪＡ共済
連北海道さまから寄贈していただいた、救急自動車
の車両を高規格仕様に艤装（ぎそう）、劣化してい
た高度救命処置機器を新たに整備し、１０月３１日
から運用を開始しました。配備により社会環境の変
化に伴い、多様化する救急需要に迅速的確に対処す
る体制が整ったとの行政報告がありました。
　その後の一般質問では、２名の議員が質問を行い、
坂本茂議員が無線デジタル化の進ちょく・現庁舎の
問題点、検討組織の立ち上げなど庁舎問題について、
　野呂照幸議員が現状の職場環境、労働安全衛生管
理、改築移転など庁舎問題および消防団の充実につ
いて答弁を求めました。
【報　告】
平成２４年度留萌消防組合歳入歳出決算の認定に
ついて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥認　　定

【議　案】
平成２５年度留萌消防組合補正予算（第３号）に
ついて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥原案可決
留萌消防組合職員給与条例の一部を改正する条例
制定について　ほか２件 ‥‥‥‥‥‥‥原案可決

　１２月１６日に留萌南部衛生組合議会議員協議会
が開催されました。
　小平町に建設された有害鳥獣焼却処理施設と美・
サイクル館のごみ処理の現状を確認しました。
　また、１２月２４日には臨時議会が開催し、「平
成２５年度留萌南部衛生組合一般会計補正予算（第
２号）について」審議され、美・サイクル館運営委
託費の増額に関連した質問がありました。
　主な質問内容は、分別ができていないことによる
問題点として高齢者への周知方法・指導などを含め
た不適切排出ごみの処理に係るものと、不法投棄に
ついてその対策を組合長に求めるものでした。
　組合長ならびに事務局からの答弁を受け、可決さ
れました。

留萌消防組合議会報告 留萌南部衛生組合議会報告

▲有害鳥獣焼却処理施設
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留 萌 市 議 会 だ よ り

第
一
常
任
委
員
会
報
告

南
る
も
い
米
の
品
質
保
持

　

第
一
常
任
委
員
会(

野
呂
照
幸
委
員

長)
は
十
月
十
八
日
、
小
平
町
に
完
成
し

た
「
Ｊ
Ａ
南
る
も
い
・
米
低
温
倉
庫
」
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

こ
の
「
米
低
温
倉
庫
」
は
、
生
産
者
の

作
業
負
担
の
軽
減
お
よ
び
高
品
質
米
と
し

て
評
価
の
高
い
「
南
る
も
い
米
」
の
品
質

保
持
を
目
的
に
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
、
今
年
九
月
に
竣
工
・
引
き
渡

し
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
施
設
は
、
鉄
骨
平

屋
造
で
約
千
坪
の
低
温
倉
庫
で
、
約
五
万

表
の
米
が
一
ト
ン
の
フ
レ
コ
ン
約
三
千
袋

に
収
納
さ
れ
、
低
温
で
品
質
が
保
持
さ
れ

た
状
態
で
保
管
さ
れ
る
。
総
事
業
費
は
、

約
七
億
円
で
あ
り
、
市
か
ら
も
行
政
支
援

額
と
し
て
約
四
千
万
円
が
拠
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
行
政
支
援
額
は
、
三
市
町
の
水

稲
作
付
面
積
に
よ
り
按
分
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
施
設
の
特
色
は
、
移
動
式
の
ラ
ッ

ク
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
フ
レ
コ
ン

と
い
う
布
袋
に
入
っ
た
玄
米
を
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
か
ら
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ラ
ッ
ク

と
い
う
棚
に
収
め
る
機
械
化
さ
れ
た
作
業

で
あ
り
、
農
家
の
作
業
は
大
幅
に
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
る
最
中
に
も
次
々
に
農
家
か

ら
コ
メ
が
搬
入
さ
れ
る
状
況
が
確
認
で
き

た
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
南
る
も
い
米
」
の

品
質
と
評
価
の
向
上
を
期
待
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状
況

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て

都
市
の
人
材
を
誘
致
・
活
用
し
、
そ
の
定

住
・
定
着
を
図
ろ
う
と
す
る
国
の
施
策
で

あ
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
。
市
で
は
、
観
光
や
農
業
・
健
康
分
野

な
ど
に
お
い
て
市
の
非
常
勤
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

六
月
ま
で
は
、
五
名
の
隊
員
が
勤
務
し

て
い
た
が
、
現
在
は
、
三
名
の
隊
員
が
市

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　

任
期
が
終
了
し
た
隊
員
は
、
地
域
に
定

着
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
諸
事
情
に

よ
り
留
萌
を
離
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
留
萌
の
地
域
の
た
め
に
」
と
の
想
い
を

も
っ
て
応
募
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
隊
員

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
目
的
で

あ
る
地
域
へ
の
定
着
の
た
め
に
地
域
全
体

と
し
て
考
え
な
く
て
は
と
思
う
。

各常任委員会からの報告

第
二
常
任
委
員
会
報
告

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
た
授
業

　

第
二
常
任
委
員
会
（
村
山
ゆ
か
り
委
員

長
）
は
十
一
月
二
十
二
日
、
今
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
校
で
あ

る
留
萌
小
学
校
を
視
察
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
実
物
投
影
機
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し

た
「
わ
か
る
授
業
」「
効
率
的
な
授
業
」

を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
能

を
活
用
し
、
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
師
が
指
導
内
容
を

分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
、
教

員
と
子
ど
も
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の

協
働
学
習
も
盛
ん
に
な
る
と
い
う
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
は
、
三
年
生
の
国
語
と
六
年
生

の
算
数
の
時
間
で
、
従
来
ま
で
黒
板
に
描

い
て
い
た
図
形
な
ど
も
テ
レ
ビ
に
映
し
出

し
た
り
、
答
え
を
書
い
た
ノ
ー
ト
を
投
影

機
で
映
し
出
し
説
明
を
す
る
こ
と
で
、
児

童
の
考
え
も
短
時
間
で
表
現
で
き
、
分
か

り
や
す
く
共
有
し
て
い
る
様
子
が
伺
え

た
。
ま
た
、
校
舎
改
築
に
合
わ
せ
て
沖
見

小
学
校
と
統
合
し
た
留
萌
小
学
校
の
新
た

な
教
育
環
境
で
学
ぶ
姿
も
視
察
で
き
た
。

「（
仮
称
）地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
進
ち
ょ
く
状
況

　

市
立
病
院
が
進
め
る
医
師
確
保
対
策
と

し
て
建
設
す
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
本
格
化
す
る
札
幌
医

科
大
学
の
臨
床
参
加
型
実
習
へ
の
対
応

と
、
道
内
医
科
大
学
が
進
め
る
総
合
診
療

医
養
成
の
た
め
の
地
域
医
療
研
修
病
院
と

し
て
、
優
位
性
の
あ
る
環
境
整
備
が
急
が

れ
る
中
、
医
師
・
医
学
生
の
長
期
滞
在
施

設
（
六
名
宿
泊
）
と
し
て
、
本
院
と
東

雲
診
療
所
の
中
間
に
建
設
。
建
設
費
は

一
億
二
千
万
円
。
二
十
六
年
四
月
完
成
、

五
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

　

留
萌
で
生
活
し
、
病
院
で
研
修
・
実
習

す
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
や
留
萌
の
地
域

性
（
病
気
）
を
学
び
、
将
来
の
固
定
医
確

保
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
研
修
医
や
医
学

生
を
指
導
す
る
指
導
医
（
臨
床
医
）
の
派

遣
も
見
込
ま
れ
る
。
供
用
開
始
後
は
院
内

教
育
や
医
学
生
の
実
習
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
内
の
医
療
介
護
施
設
な
ど
と

情
報
共
有
を
図
る
場
と
し
て
医
療
連
携
の

強
化
が
図
ら
れ
る
。

▲完成した米低温倉庫を視察

▲デジタル教材を活用した授業を視察

　【報　告】
　専決処分の報告について　　　　　　　　　　　　　ほか１件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 了
　【議　案】
　平成２５年度留萌市一般会計補正予算（第９号）
　平成２５年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　平成２５年度留萌市病院事業会計補正予算（第３号）　
　「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄附条例の一部を改正する条例制定
　留萌市立小中学校設置条例の一部を改正する条例制定
　留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について　ほか３件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　留萌市固定資産評価審査委員会委員の選任について　ほか２件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　【意見書】
　２０１４年度地方財政の確立を求める意見書
　ＴＰＰ協定交渉への参加に関する意見書　　　　　　ほか５件‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

平成２５年第４回定例会が９日間の会期で開催され、一般会計補正予算、条例の一部を改正する条
例制定などを審議しました。

こんなことが決まりました
第4回定例会　12月3日～11日

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　

平
成
二
十
五
年
度
の
政
策
研
究
会
が
十
一

月
十
五
日
、
旭
川
市
で
道
北
各
市
町
村
か
ら

関
係
者
百
四
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。（
留

萌
市
か
ら
は
七
名
の
参
加
）

　

テ
ー
マ
は
「
北
海
道
の
森
林
・
林
業
を
め

ぐ
る
状
況
と
今
後
の
展
開
」
で
、
講
師
は
北

海
道
水
産
林
務
部
林
務
局
長
、森
田
良
二
氏
。

　

講
演
の
内
容
は

一
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
推
移
と
現
況

二
、
木
材
を
取
り
巻
く
最
近
の
動
き

三
、
今
後
の
展
開
に
お
い
て
は

　

①
北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画　

②
森

林
の
管
理
・
運
営　

③
森
林
の
整
備　

④
木

材
の
利
用　

⑤
国
有
林
と
の
連
携
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。

　

特
に
木
材
利
用
に
関
し
て
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
、
木
造
・
木

質
建
築
物
の
整
備
促
進
に
よ
っ
て
、
道
産
材

の
需
要
拡
大
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
お
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

十
一
月
十
四
日
、
旭
川
市
で
行
な
わ
れ
た

議
員
研
修
会
に
留
萌
市
か
ら
八
名
の
議
員
と

職
員
一
名
で
参
加
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
北
大
名
誉
教
授
、
神
原

勝
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
議
会
の
役
割
・
議
員
の
仕
事

か
ら
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
を
考
え
る
」
で

あ
り
、
議
会
改
革
の
現
状
、
二
元
代
表
制
の

原
理
、定
数
や
報
酬
問
題
の
視
点
な
ど
か
ら
、

定
数
削
減
の
経
緯
や
そ
の
内
容
の
検
証
を
含

め
、
各
地
方
自
治
体
で
行
な
わ
れ
て
い
る
事

例
の
紹
介
な
ど
も
交
え
て
説
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
は
、
具
体
的
な
定
数
や
報
酬
の
考

え
方
、
一
つ
の
例
を
示
す
と
と
も
に
、
諮
問

会
議
の
設
置
な
ど
の
方
策
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
。

　

折
り
し
も
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
留
萌
市
議
会
や
議
員
に
と
っ
て
も
大
い
に

興
味
の
あ
る
内
容
で
あ
り
、
真
剣
に
講
話
に

聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
今
後
の
議
会
改

革
議
論
の
充
実
を
望
む
。

委員長　菅原千鶴子、副委員長　鵜城　雪子
委　員　燕　昌克、川口　宏和、天谷　孝行議会広報特別委員会

道
北
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
連
絡
会

平
成
二
十
五
年
度
「
政
策
研
究
会
」
に
参
加
し
て

北
海
道
市
議
会
議
長
会
道
北
支
部
議
長
会
「
議
員
研
修
会
」
に
参
加
し
て


